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限りある資源リサイクルは活動費捻出にも一役！

二
九
怙

」

十

一
月

八

日
頃

、

冬

の
初
め
の
日
。
冬
と
は
終
わ
り
な

り

、
万

物

を

収

蔵

す

る

こ

と

。

「
小

雪

」
十

一
月

二

十
三

日

頃

、

牛

雪

が

ち

ら

ち

ら

と

降

ろ

時

期

。

「
大

雪

」
十

二

月

八

日
頃

、

盛

ん

に
雪

降

り

積

も

る
時

期
。

「
冬

至

」
十

二

月

二

十

二

日

頃

、

太

陽

加

最

も

南

心

片

寄

る

日

。

夜

が
最
も
員
い
日
。

二

十

四

節

気

で
あ

る

。

稲

刈

り

が

終

わ

り

、
自

然

の
景

観

は

黄

菊

、

白

菊

、

紅

葉

、

末

梢

且

、

落

葉

、

時

雨

、

霞

、
降

雪

と

、
矢

の
よ

う

な

早

さ

で

は

や

年

の
暮

を

迎

え

た
。

ふ
り
か
え
る
と
「
亥
年
は
荒
れ

る

」

を

址

こ

い

つ

七

年

と
し

か

い

い
よ

う

が
な

か

っ

か

気

が
す

る

。

し

か

し

、

村

と

し

て

は

ぐ

っ

や

ら

大

福

な

く

越

年

で

き

そ

う

な

の

が

せ

め

て

も

の
救

い
で

あ

ろ

う

。

「
塞
翁
が
馬
」
と
か
、
⊇
口
凶
禍
福

は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
如
し
」
と
い

わ
れ
る
。
今
年
の
大
荒
れ
が
新
年

の
平

安

に

な

れ

ば

幸

い
で

あ

る

。

f
　
J
　
f
　
J
に
村
民
各
位
の
新
年
の
限

り

な

い

ご
多

幸

を

お

祈

り

申

し

上

げ

ま
す

。
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広報よもぎ た

平
成
六
年
度
決
算
認
定
さ
れ

る

普
通
会
計
歳
出

締
め
て
二
十
三
億
四
千
九
百
四
万
円

平
成

六
年
度
決

算
は
、
九
月
定

例
村
議
会

に
提
出
さ

れ
、
九
月
十
三

日
認
定

さ
れ
ま
し

た
。

普
通

会
計
二

般
会

計
と
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
特
別

会
計

）
に
お

い
て

前

年
度

決
算
と
比

較
を
す
る

と
、
歳
入
で
二
・
九
％

減
、
歳
出

で
二
・
〇

％

の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ

れ
は
、
小
学
校

道
路
の
完
成

、
蟹
田
地

区

の
ご
み
処
理
施
設

の
完
成

に
よ

る
補
助
費
等

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

村

の
大
き
な
一

般
財
源
で
あ

る
地
方
税

が
四

・
四
％

減
、
ま
た
地
方

交
付

税

が
二

・
四
％

の
減

と
な
っ
て

い
ま
す
。

み

な
さ
ん

が
納

め
た
村
税
や

地
方
交
付
税

、
国
・
県
支
出
金

な

ど
が
、

ど
の
く
ら

い
入
り

、
ど
の
よ
う

な
形
で
支
出

さ
れ
て

い
る
か
を
ま

と
め

て
み

ま
し

た
。

※
自
治
省
調
査
資

料
に
基

づ
き
作
成
し
て

い
ま
す
の
で
、

実
際
の
予

算

科
目

と
は
相
違
し

て

い
ま
す
。

・元金………………147,595 千円

・利子………………100,550 千円

・一時借入金利子………828 千円

村民１人からいただいた村税(総額46,707 円)の状況

村　民　税

肛

15,160円

法　人　税

芟

856円

固定資産税

兪

tこ。 ．`－一一

25,532円

軽自動車税

4 奥

1,194円

村たばこ税

湍

3,965円

※平成7年3月31日

現在人口

3,890人で算出

平成６年度決算認定から●2

◇公　　 債　　 費

●･248,973千円(10.6%)

・農地等災害復旧……48,032千円

・河川災害復旧………54,504千円

◇災 害 復 旧 費
卜102,536千円(4.4%)

・スクールバス購 入…16,373 千 円

・小学校費……………45,143 千 円

・中学校費……………34,316 千 円

・幼稚園費……………28,749 千 円

・教員住宅建設償還金･･ 4,951 千 円

・学校給食費…………49,446 千 円

・スキー場管理費……3,472 千 円

◇教　　 育　　 費

●・305,825 千円(13.0%)



広報よもぎた

依　　 存　　 財　　 源 自　　 主　　 財　　 源

抖　　　 目 金　　額 構成比

前年度

と比較

増　減

科　　　 目 金　　額 構成比
前年度
と比較

増　減

地 方 譲 与 税
T一円
49,467

％
2.0

％
1.4 地　　 方　　税

F円
181,689

％
7.6

％
△4.4

利 子割 交 付 金 6,476 0.3 13.1 分担金及び負担金 2,977 0.1 △91.6

自動車取得税交付金 23,924 1.0 10.2 使　　用　　料 57,123 2.4 △5.9

地 方 交 付 税 1,363,941 56.9 △2,4 手　　数　　料 1,709 0.1 △3.1

拓治安全対策特S岐 付金 1,779 0.1 4.6 財　産　収　入 33,881 1.4 17.9

国 庫 支 出 金 170,174 7.1 △3.j 寄　　附　　金 1,250 0.1 150.0

県　 支　出　金 169,351 7.1 10.0 繰　　 入　　金 97,057 4.0 16.3

村　　　　 債 129,800 5,4 △27.7

繰　　越　　金 25,954 囗 26.4

諸　　収　　入 80,534 3.3 31.0

小　　　 計 1,914,912 79.9 △3,6 小　　　 計 482,174 20.1 △0.1

歳入合計　2,397,086 千円 △2.9

目 的別 に見 た歳 出

・ホームヘルプ事業委託金…･■52,000千円

・老人保健特別会計繰出金････69,648 千 円

・ 児 童 福 祉 費 … … … …78,111 千 円

●出たお金

区　　　　　 分 決 算 額
構 成 比
％

前年 度と

比較増減
％

義 務 的 経 費

人　　 件　　 費

扶　　 釛　　 費

公　　 債　　 費

1,053,138

725,039

79,126

248,973

44.8

30.9

3.3

10.6

3.4

1.9

△6.2

11.6

投 資 的 経 費

１普通建 設事業費

補助事業

単独事業

２災害 復旧事業費

補助事業

単独事業

570,108

467,572

234,332

233,240

102,536

98,222

4,314

24.3

19.9

10.0

9.9

4.4

4.2

0.2

2.6

△3.7

△12.8

7.7

45.7

45.9

40.7

そ　　　の　　 他

物　　 件　　 背

維 持 補 修 費

補　釛　 費　等

積　　 立　　 金

投 資出資貸付金

繰　　 出　　 金

725,792

293,263

37,708

169,582

187,395

2,997

34,847

30.9

12.5

１．６

７．２

８．０

０．１

１．５

△11.8

8.3

7.5

△25.7

△22.9

△76.9

7.3

歳　 出　 合　 計 2,349,038 100 △2.0

・ 水田営農活性化対策…･･ 9,690 千 円

・ 農 免 農 道 整 備 事 業 …21,150 千 円

・ ふ る さ と 農 道 … … …39,575 千 円

・ 冷害地域緊急刪鮒 策事業…50,095 千 円

・ 村 有 牛 購 入 … … … …2,122 千 円

・ 森 林 総 合 整 備 事 業 …11,176 千 円

・ 滝 沢 林 道 整 備 … … …4,269 千 円

◇商　　 エ

8,927 千円(0 ．4％)

費

・商工会補助……………800 千円

・観光協会補助………2,000 千円

◇土　　 木　　 費

･・283,833 千円(12.1%)
・郷沢2-1号線道路改良…104,962 千 円

・玉松園カントリーパーク････47,671 千 円

・ 村 道 補 修 側 溝 改 良 …13,547 千 円

・中 沢 川 改 修 … … … …40,266 千 円

づ可川 等 維 持 工 事 … …2,067 千 円

・除 排 雪 経 費 … … … …15,763 千 円

・ 住宅電 気設備等工事 ‥･3,245 千 円

村民１人に使われた村のお金(総額603,866 円)の状況

総 務 費

呎釐

13日82円

民 生 費

前

60,827円

衛 生 費

へ
ど鱈　｀`廱

43,566円

農林水産業費

谷

80,733 円

土 木 費

雲

72,965円

教 育 費

恥

78,618円

公 債 費

齎

64,003円

議会費　17,094円

労働費　　184 円

商工費　2,295 円

消防費　25,540円

災害復旧費

26,359円

3　●平成６年度決算認定から

入ったお金

◇民　　 生　　 費
･・236*616千円(10.1%)

・積 立 金( 財調･減債等)…144,100 千 円

・ 交 通 安 全 対 策 … … …3,021 千 円

・ 公 立 大 学 負 担 金 … …2,489 千 円

・ 蓬田駅前自転車小屋設置 … ……831 千 円

◇総　　 務　　 費

･･・512,242 千円(21．8％)

・議員報酬……………34,457千円

・議員活動費…………9,215 千円

◇議　　 会　　 費

S･･66,496千円(2．8％)

◇衛　　 生　　 費

169,473千円(7.2%)
・ ふれあい セン ター費 ‥･42,613 千 円

・ 地区環境整備組合負担金･ ■･･40,687 千 円

・ 老 人 保 健 事 業 … … …19,380 千 円

◇労　　 働　　 費
･・714千円(0．0％)
・労働者協議会補助金…135 千円

◇農 林 水 産 業 費

卜314,052 千円(13.4%)

◇ 消　　 防　　 費
･・99,351千円(4．2％)
・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 建設･･23,945千円

・警鐘台建設事業……3,662 千円

・広域消防負担金……49,678千円



○国民健康保険特別会計

加入者からいただいた国保税

一世帯当たり　　　211,882円

一 人当 た り　　　76,375円

・平成６年

医療費支払額

212,542千円

加入者に支払った医療費

一世帯当たり　　337,905 円

一 人当 た り　　121,801 円

※平成７年３月31日現在

・加入世帯　629 世帯

・加入者数　1,745 人
その他

14,190 千円

(4.3%)

老人保健特別会計

県支出金16,884 千円

その他

22,406千円

. (7.1%)

広報よもぎた

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○老人保健特別会計

医療受給者に支払った医療費

※平成７年３月31日現在

・加入者数　521 人

平成６年度決算認定から●4

支払基金交付金

213,412千円
(67.2%)

・平成６年

国保税収入額

133,274千円

入ったお金　368)017 千円

出 た お 金　331,359 千円

国民健康保険税

133,274千円

(36.2%)

国庫支出金

165,303千円

(44.9%)
その他

老人保健拠出金

69,440千円

(18.9%)

104,627千円

(31.6%)

収
支
決
算

収支
決算

・平成６年度

医療費支払額

315,466千円

一 人'当た り　　605,501 円

国庫古出金

64,678千円

、(20.4%)

その他

397干円

(5.3%)

(0.1%)

入ったお金　317,380 千円

出 た お 金　315,863 千円



福
祉
と
健
康
ま
つ
り
ユ

ー

モ
ア

溢

れ

る

話

に

参

加

者

は
熱
心
に
聞

き
入

り
、
二
時
間

の

時
間

も
あ
っ

と
い
う

間
に
過

ぎ
ま

し

た
。

午
後
は

、
暮
ら
し
に

生
か

す
介

護
教
室

と
し

て
、
青
森

保
健

所

技
師
、
木
村

美
穂
子
先
生

の
講

義

と
、
同
じ

く
青
森
保
健

所
技

師
、

福
島

真
樹
先
生

の
実
技

が
あ
り

ま

し

た
。
福
祉
の
充
実
や

、
や

が
て

訪
れ

る
高
齢
化
社
会

に
向
け
、
参
加

者

は
内
容
豊
富

な
福

祉
と
健
康
ま

つ

り

で
、
有
意
義

な
二

日
間
を
過

ご

し

ま
し
た
。

ま
す
ま
す
内
容
充
実
！

十
月

二
十

一
日
か
ら
二

十
二

日

の
二

日
間
、

「
ふ
れ
あ
う
福

祉
・

め
ざ
せ
健
康
」

を
ス

ロ
ー

ガ
ン
に

第
二
回

福
祉

と
健

康
ま
つ
り

が
農

業
者
ト

レ
ー

ユ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催

さ
れ
、
大
勢

の
人

が

会
場

を
訪

れ
賑

わ
い
ま
し

た
。

初

日
は
、
本

誌
の
健
康
コ

ー
ナ

ー

に

ご
逢
田
村

の
皆

さ
ん

へ
″
と

題
し
執

筆
さ

れ
て
い
る
金
沢

善
智

先
生

の
講
演
。

ま
た
、
む
つ

保
健

所
長
椎
葉
茂
樹
先
生
の
講
演
の
他
、

村

の
在
宅
介
護

の
状
況
に
つ

い
て

の
問
題

提
起
や
意
見

交
換

が
さ
れ

ま
し

た
。
ま

た
、
展
示

会
場
で

は

介
護
用

品
の
展
示

や
実
演
、
歯

科

保
健

、
食
生
活
改

善
、
機
能
訓

練

教
室
作

品
展
示

、
は
ま
な
す

の
会

作
品
展
示

、
健
康

相
談
の
他

た
く

さ
ん

の
コ
ー
ナ

ー
が
設
置
さ

れ
ま

し
た
。
二
日
目

は
、

タ
レ
ン
ト
で
あ
り

コ

ン
ト
作

家
で
も
あ

る
、
は

か
ま

満
緒
氏

が
「
人
生

は
、
楽
し
く

、

健
康
に

、
そ
し

て
イ

キ
イ
キ

と
」

と
題
し
て

講
演
し

、
経
験
豊
富

で

第
二
回
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シニア洋上セミナえ

久慈ゆきゑ（瀬辺地）さん張間　キョ（長科）さん

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

あ

お
も
り

シ
ニ
ア

洋
上

セ
ミ
ナ

ー

が
七
月
二

十
一
日

か
ら
二

十
四

日
ま

で
三

泊
四
日

の
日
程
で
行

わ

れ
、
村
行
政
の

ご
配
慮

の

お
陰

で

参
加
す

る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

セ
ミ
ナ

ー
は
豪
華
客

船
「
に

っ

ぽ

ん
丸
」

で
青
森

か
ら
東
京
間

を
航

海
す

る
も
の
で
県
内

六
十
歳
以
上

の
男

女
三

百
十
余
名

が
参
加
し

ま

し

た
。
に

っ

ぽ
ん
丸

に
乗

船
し

て
想

像

以
上

の
大
き
さ
（
二

万
二

千
卜

言

と
豪
華

さ
に
は
感
動
し

ま
し

た
。

出
航
式

に
は
県
内
市
町

村
長
（

坂

本
昭
巳

蓬
田
村
助

役
出
席

）
が
多

数

ご
出

席
し

て
下

さ
り
私
達

は
励

ま
し

の
お
言
葉
を
頂
戴

し
感

激
し

ま
し

た
。

五
色

の
テ

ー

プ
が
延

々

と
続

く
中
、
に
っ

ぽ
ん
丸

「

ふ
れ

あ

い
の
旅
い
っ
て
ら

っ
し

や
い
」

の
大
き
な
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
日

の
丸

と
県
旗

が
振
ら

れ
ド
ラ

の
音

と
花

火
を
合
図
に

に
っ

ぽ
ん
丸

は

滑

る
よ
う

に
出
航
。

い
つ
ま
で

も

心
に

残
る
光
景
で
し

た
。

オ
リ
ェ
ン
テ

エ
ー
シ
ョ
ン
組
別
会

議
交
歓
交
流
会

が
終
了
後
、
夕
食
と

な
り
十
二

班
の
方
四
名

と
テ

ー
ブ

ル
に

つ
く
と
、
す

ば
ら
し

い
フ
ラ

ン
ス
料
理

が
次

か
ら

次
へ
と
運

ば

れ

ボ
ー
イ
の
サ
ー

ビ
ス
も
満
点

で

し
た
。

た
だ
し
、
胃

袋
の
小
さ
く

な
っ
た
私
に
と
っ
て
全
部
食
べ
ら
れ

な
か

っ
た
の

が
心
残
り

で
し

た
。

翌
朝
五

時
、
波

は
お
だ
や

か
で

美
し

い
日

の
出
を
拝

み
、
六
階

ス

ポ
ー

ツ
デ
ッ
キ
に

お
い
て
さ

わ
や

か
な
潮
風

に
気
持
ち
も
さ
っ
ぱ
り
、

朝
の
体

操
で
一
日

が
開
始
さ

れ
、

朝
食

の
テ

ー
ブ

ル
も
な

ご
や

か
な

気
分
で
和

食
を
頂

き
ま
し

た
。

洋
上
研
修

こ

の
日

は
、
団
長

の
村
井
青
森

県
副
知

事
の
講
話

で
始
ま
り
「
青

森
県
を

も
っ
と
元
気

に
も
っ

と
楽

し
く
」

と
題
し

て

、
歯

切
れ

の
よ

い
話
し
方

と
若

々
し

さ
で
私

た
ち

を
引

き
付

け
ま
し

た
。

そ
の
後

の

い
き

い
き
講
座
は
五

つ
の
部
門

に

別

れ
て

お
り
、
私

は
趣
味
も
少
な

い
の
で

ス
ポ
ー

ツ
講
座

を
申
し
込

ん
で

お
き
ま
し

た
。

六
階
の
ス

ポ

ー
ツ

デ
ッ
キ
で
参
加
し

た
団
員
四

チ

ー

ム
に
分
か

れ
多

種
多
様
な

種

目
に

い
い
汗

を
か
き
ま
し

た
。
昼

食
後
は

、
鰺
ヶ
沢
町

の
永
昌
寺
住

職
、
田

端
義

宏
氏

の
講
演

か
お

り
、

そ
の
中

で
「

『
福
禄

寿
』
天
寿

と

は

い
っ

た
い
何
歳
な

の
か
、
人
間

の
寿
命

は
成
長
期
二

十
歳
の
五

倍

の
寿
命

を
持
っ
て

い
る
。
一

怒
一

老
六
十
歳
に
な
っ
た
ら
福
づ
く
り

に
つ
と
め
、
花

の
命

は
短
く
て
し

お

れ
て

福
と
は
良

い
人
間
関
係

で

す
。

笑
う

門
に
は
福
来

る
を

念
頭

に
明

る
い
生
活
に
心

が
け
ま
し

ょ

う

」

と
話
し

ま
し

た
。

シ
ニ
ア

主
張
大
会

で
は
発

表
者

が
四

名
で
、

ど
の
発

表
者
も
生

き

る
楽
し

さ
と
自
分

の
努
力
に
よ

っ

て
十
分

に
若
さ

が
表
現
さ

れ
た
発

表
で

拍
手

喝
采
で
し

た
。

夕
食
後
の
船
上
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

は
各

組

ご
と
に
出
し

物
を
六
分
間

で
一

つ
発
表
す

る
も
の
で
す

が
、

ど
の
組
も
少
し

の
練

習
で
チ

ー
ム

ワ

ー
ク
の
良
さ
を
披
露

し

た
の
に

は
驚

き
ま
し

た
。
私

た
ち
八

組
も

り
Ｉ

ダ
ー
の
指
揮
で
「
四
季

の
歌
」

を
四
番

ま
で
と
、

に
っ

ぽ
ん
丸

の

感
動

を
表
現
し
た
歌

詞
を
一

つ
だ

し

て

拍
手

を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
の

後
、
船
内
の
大
浴

場
で
入
浴

し

ま
し

た

が
洋
上

と
は
思

え

な
い

ホ
テ

ル
の
よ
う
な
感
じ

で
ゆ

っ
く

り
と
体

を
暖
め

る
こ

と

が
で
き

ま

し

た
。下
船
後
の
研
修

二
十
三
日
、
に
っ
ぽ
ん
丸
で
最

後
の
朝
食
を
終
え
各
組
ご
と
に
下

船
し
、
バ
ス
に
分
乗
し
江
戸
東
京

博
物
館
に
向
い
ま
し
た
。
博
物
館

は
東
京
の
歴
史
と
そ
こ
に
暮
ら
す

シニア洋上セミナーから●　6
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人
々
の
生
活
や
文
化
を
凝
縮
し
展

示
し
て
い
て
、
特
に
見
ど
こ
ろ
は

五
階
か
ら
六
階
の
常
設
展
示
室
で

各
種
資
料
の
他
江
戸
時
代
そ
の
ま

ま
に
復
元
さ
れ
た
日
本
橋
な
ど
五

十
五
点
の
大
型
模
型
に
は
足
が
釘

・
東

風
凪
ぎ

・

東
風
に
は

・

二
（

〇
を

・

東
風
吹
き

付
け
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
の
宿
泊
所
は
鬼
怒
川
温
泉

鬼
怒
川
観
光
ホ
テ
ル
で
し
た
。
十

八
時
か
ら
夕
食
交
流
会
が
始
ま
り

船
上
フ
ィ
ス
テ
バ
ル
の
続
き
の
よ

う
で
歌
あ
り
踊
り
あ
り
合
唱
に
手

心
も
晴

れ
て

お
天

道
様

も

下

れ

ば
東
風

心
の
中

も

笑

顔

出

る

雲

隠

れ

今

日

も

又

し

め

っ

ぽ

にい

踊
の
入

っ
た
芸
あ
り
で
時

間
を
忘

れ
て
語
り
合

い
ま
し

た
。

ま
た

、

こ
の
日
は
鬼

怒
川
祭
り

で
花
火
や

芸
子

さ
ん

の
「
み
こ
し
祭
り

」
の

ね
じ

り
鉢
巻

、
揃
い
の
半
天

、
威

勢

の
よ

い
掛
け

声
に
圧
倒

さ
れ
、

い
い
時
期
に

こ
れ
た
事
に

満
足
し

ま
し

た
。

最

後
の
研
修

は
栃
木
県
藤

谷
町

に
あ

る
微
笑

の
楽
園
東
武
ワ

ー
ル

ド

ス
ク
ウ
ェ
ア
見

学
で
、
世
界
中

の
有
名

建
造
物

が
二

十
五
分

の
一

の
ミ

ニ
ュ
チ

ア

、
人
も
七

セ
ン
チ

の
大

き
さ
に
作
ら

れ
、
住
人

の
よ

う

で

、
そ
れ
は

、
名

前
の

ご
と
く

夢
一
杯
の
微
笑
み
の
楽
園
で
し
た
。

最
後
に

恵
ま
れ
た
蓬
田
村
に
生
を
受
け

住
み
よ
い
こ
の
村
に
住
み
今
年
、

古
希
を
迎
え
た
私
に
と
っ
て
生
涯

二
度
と
味
わ
え
な
い
素
晴
ら
し
い

体
験
が
で
き
、
人
生
は
こ
れ
か
ら

と
明
る
い
希
望
が
も
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
、
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
が
今
後
も
続
け
ら
れ

ま
す
よ
う
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

重
　
彦

千
恵
子

咲
　
子

悦
　
子

防犯に貢献７
ＪＲ蓬田駅から

坂本秀行(長科)さん

蟹
田
地
区

防
犯
指
導

隊
副
総

隊
長

坂
本
秀

行

（
長
科

）
さ
ん

が
、

警
察

庁
長
官

・
財
団

法

人
全
国
防
犯

協
会
連
合

会
長
連
名

表
彰
銀

章

（
県
下

で
二

名

）
を
受

賞
し

ま
し

た
。

伝
達
式
は

、
十
月
二
十
三

日
、
弘
前

文
化

会
館

ホ
ー

ル
で
開
催
さ

れ
た
地
域

安
全
青
森

県
民
大

会

の
席
上

行
わ

れ
ま
し

た
。

栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ良東日本では新幹

線輸送サービスをメイ

ンテーマとして東北新

幹線のダイヤの全面改

正を、

・
雪
よ

り
も

・
作

柄
も

・
釣
り

友
も

・
ス
ト

ー

ブ
が

東
風
の
寒

さ

い
つ
も
東
風

に

自
然
に
勝
て
ず

恋
し

卜
東
風

身

に
し

み
る

泣
き
笑

卜

陸
で
釣

る

今
日

も
吹
き

から実施します。

詳しくは蓬田駅へど

うぞ

11月9 ～10日に予定

しました蓬田村民号く

つろぎの旅は諸般の事

情により中止としまし

た。ご愛顧あり力とう

ございました。

や
っ
て
来
ま
し

た
忘

年
会
シ

ー

ズ
ン
。

カ
ラ

オ
ヶ
何
歌
お
か

な
あ
…

演
歌

に
す

っ
か
、
そ
れ

と
も
、

ま
、
い
っ
か
、

ど
う
で

も

い
っ
か
。
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広報よもぎた

秋山

秋季火防演習

十
月
二

十
日
（
金

）
山
岳
遭
難

防

止
対
策
協

議
会
蟹
田
支

部
は
、

秋

山
遭
難
救

助
訓
練
を
阿

弥
陀
川
上

流
国
有
林
（
赤
倉
、
大
倉
岳
登
山

道
分
岐
点

付
近

）
で
実
施
し

ま
し

た
。訓
練
に

は
、
牧
健
一
郎

蟹
田
警

察
署
長
を
対
策
本
部
長
と
し
蟹
田

警
察
署
、
蓬
田

村
消
防
団

を
初

め

上

磯
地
区

の
各
町

村
消
防
団

、
役

場
、
蟹
田

営
林
署
、
増
川

営
林
署

で
編
成
、
総

勢
五

十
名

が
参

加
し

ま
し

た
。
訓
練

の
想
定
は

「
き
の

こ
取

り
に
で

か
け

た

が
午
後
五

時

を
過
ぎ
て
も
帰

宅
せ
ず
、
家

族
は

警
察
署
に
連
絡

、
警
察
署
で

は
夜

十
時
ま
で
捜
索
し
た
が
未
発
見
で

捜
索
を
打
ち
切
り
、
翌
日
捜
索
の

協
力
要
請
を
受
け
た
各
団
体
が
捜

索
隊
を
編
成
し
捜
索
す
る
」
と
い

う
も
の
で
、
午
前
九
時
四
十
五
分

か
ら
吉
田
初
男
村
消
防
団
長
を
訓

練
総
括
責
任
者
と
し
、
越
田
悦
夫

副
団
長
を
一
班
の
班
長
、
高
田
重

義
副
団
長
を
二
班
の
班
長
に
捜
索

訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
隊
員

は
、
ロ
ー
プ
と
木
の
枝
を
利
用
し

担
架
を
作
る
な
ど
真
剣
に
取
組

み
、
午
前
十
一
時
に
訓
練
が
終
了

し
ま
し
た
。

十
月
二

十
九
日
（
日

）
村
消

防
団

（
吉
田

初
男
団
長

）
の
秋
季
火
防

演

習

が
実
施

さ
れ
ま
し

た
。

訓
練

は
、
午
前
八
時
三

十
分

か

ら
、
「
蓬
田

地
区

船
あ

げ
場
よ
り

火
災

発
生
」

の
想
定
で
行

わ
れ

ポ

ン

プ
車

が
出
動

。
現
場
で

は
管
下

分
団

長
指

揮
の
も
と
団
員

が
ポ
ン

プ
車

を
誘
導

、
ホ
ー

ス
管

の
中
継

か
ら
放
水

と
、
き

び
き

び
し

た
行

動
で
素

早

い
消
火
活
動
を

繰
り
広

げ
ま
し

た
。

演

習
後
は

、
ポ
ン

プ
車
八

台
で

村
内

を

パ
レ
ー

ド
し

秋
の
火
災
予

防
を
呼

び
掛
け
ま
し

た
。

村
で

は
平

成
七
年

度
中
に
、
災

害
時
に

お
け

る
円
滑

な
情
報
の

収

集
・
伝
達

が
で
き

る
よ
う

地
域
防

災
無
線

シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
ま
す
。

年
末
は
特

に
火
の
取

扱
い

が
多

く
な
り
ま
す
。

火
災

は
大

事
な
財

産

ば
か
り

で
な
く
生
命
ま

で
も
奪

い
ま
す
。
み

な
さ
ん

火
災
予

防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

遭難救助訓練



東
青
若
者
交
流
会
で
、
み
ご
と

二

組
の

カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
ま
し

た
。
平
成
二
年
度
に
東
青
地
区
農

業

委
員
会
連
絡
協

議
会
主
催

で
、

若
者
交
流
会

を
実
施
し
て
以

来
、

当
村
で
は
初

め
て
の

カ
ッ
プ
ル
誕

生
で
す
。

川

崎
憲
二

君

、
高
田
恵
美

さ
ん
、

ま

た
福
井
明
彦
君

、
小

鹿
智
美

さ

ん

、

ご
結
婚
お

め
で
と
う

ご
ざ
い

ま
す

。

末

長

い
幸
を

お
祈
り
申
し
上

げ

る
と
と
も
に
、
当

事
業
へ

の
先
輩

と
し

て
の

ご
指
導

ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。

農
業
委
員
会

と
し

て
も
フ
ァ
イ

ト

が
出
て
ま

い
り

ま
し

た
。

村
内

独
身
男
女

の
方
、
年
二
回

若
者

交
流
会
を
実
施
し

て
お
り
ま

す

の
で
、
多
数

の
参
加
者
を

お
待

ち
し

て
お
り
ま
す
。

蓬
田
村
農
業
委
員
会
か
ら

体力テストとグランドゴルフ大会

グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ

体

力

テ

ス

ト

ご
結
婚
お
め
で
と
う

“スポーツの秋”健康づ くり事業の一貫と

して村教育委員会と村体育協会（八幡敏雄会

長）は、10 月29 日（日）体力テストと第３回グ

ランドゴルフ大会を農業者トレーニングセン

ター及び総合運動場で開催し 子供から高齢

者までおよそ70名が参加しました。

体力テストが行われたトレーニングセンタ

ーでは、壮年の男女が測定種目の握力や垂直

とびの他、動きの激しい反復横とびやジグザ

グドリブルに息を弾ませ挑戦しました。

また、屋外のグランドゴルフ大会は、午前

10時から競技を開始。５～６名のグループで

８ホールセットされたコースに出ると、あち

らこちらから掛け声や喚声が上がりました。

参加者は、体力テストとゲームの心地よい

汗で“スポーツの秋”を満喫していました。

反
復
横
と
び



世紀に向って

「
二
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を

つ
く

ろ
う

」
を
テ

ー
マ
に
第
十
五
回
蓬

田
村
民

祭
(
運
営
委
員
超
、
坂
本
祐
一
）
が
、
十
一
月
三
か
ら
四

日
（
金
、
土
）
農
業
者
ト
レ
ー
ユ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
連
日
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

文
化
展
・
産
業
展

文
化
展

と
産
業
展

は
三

日
、
午

前
十
時
か
ら
公
開
さ
れ
、
パ
不
ル

で

仕
切
ら

れ
た
各
コ
ー
ナ

ー
に
は

絵
画

、
書
、
手

芸
の
他
、
川

柳
、

文
化

財
、
盆
栽

、
陶
芸
、
生
け

花

等
（

出
展
数
三

九
七
三

点
、
出
展

者
七
三

八
人

）
会

場
狭
し

と
作

品

が
展
示

さ
れ
訪

れ
た
人
の
目
を

楽

し

ま
せ
ま
し

た
。

ま
た
、
子

供
会

コ
ー
ナ
ー
で

は
子
供

た
ち

に
よ

る

綿
ア
メ

と
ヨ
ー
ヨ
ー
の
販
売

が
行

な
わ
れ
ま
し

た
。

村
農
業
協
同

組
合
主
催

の
農
産

物
共
進
会

に
は
、
桃
太
郎
ト

マ
ト

、

ネ
ギ
、
大

根
、
玄
米

の
他

、
各
種

農
産
物

が
出

品
さ
れ
ま
し

た
。

四

日
は
、
午

前
八
時
三

十
分
か

ら
始

ま
り
、
前

庭
で
商
工
会

と
ス

タ
ン

プ
会

が
ス
タ
ン

プ
交
換
会

を

行

い
、
漁
業
協
同

組
合

が
ホ
タ
テ

や
イ

カ
焼

き
の
試
食
や
魚
介

類
を

格
安
で

販
売
。
入
り
口

脇
で
は
、

農
業
青

年
経
営
者
協
議

会

が
、
キ

▲子ども会コーナー

●母親クラブコーナー

▲陶芸コーナー

21テーマ

第15 回 蓬田村民祭



お
茶
の
お
持
て
成
し
は
翡
翠
会

午
後
一
時
か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行

わ
れ
、
坂
本

祐
一
巡
営
委
員

員
と
八
戸

良
次
郎
村
長

が
あ

い
さ

つ
を
述

べ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ

ク
シ
ョ

ン
で
は
、
民
謡

の
員
谷
川
三
弦
会
の
唄
と
地
方
に

（
‥
わ
せ
て
石
川
流
の
手
踊
り
加
披

肩

当
札

、
子

供
か
ら
大
人

ま
で
入

札
代
わ
り

立
ち
代
わ
り

の
見

事
々

手
踊
り
に
観
衆
は
盛
大
な
拍
手
を

贈
り
ま
し

た
。

そ
の
後

、
お
楽
し

み
抽
選
会
を
行

い
二

日
間

の
村
民

祭
を
終
了
し
ま
し

た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ヘ
ヘ
ツ
や

ニ
ン

ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
等
、

野
菜
の
即

売
会
を
行

い
、
開
始

と

同

時
に
大
勢

詰
め
掛
け
大

盛
況
で

し

た
。
セ

ン
タ

ー
内

の
小
コ

ー
ナ

ー
で

は

、
母

親
ク
ラ

ブ

が
、
昔
懐

か
し

い
ク

ジ
引
き
や

フ
ラ

ン
ク
フ

ル
ト

の
販
売
。
ま
た
、
商
工
婦
人
部
や

農
協

婦
人
部

そ
の
他
、
各

地
区

の

生
活

改
善

グ
ル
ー

プ
が
、

自
慢
の

手
料

理
の
試
食

や
漬
物
の
販

売
、

手
作
り
（

Ｉ

プ
ク
ッ
キ
ー
ラ

バ
ー

ブ
苗

の
販
売
を
し

ま
し

た
。

ま
た
、
村
連
合
婦
人
会
が
、
研

修
室

で
食
堂

を
、
村
母
親

ク
ラ

ブ

が
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
を
開
設
。

茶
道

の
翡
翠
会
計
、
訪
れ
る
人
に
お
茶

の
持

て
な
し
を
し

ま
し

た
。

手芸コーナー民謡を披露した

青木定雄さん
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は
じ
め
に

皆
さ
ん
元
気
に
お
す
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
九
・
十
月
号
で
は
、
ト

イ
レ
の
改
造
に
ま
つ
わ
る
お
話
で

し
た
が
、
今
月
は
、
十
月
二
十
一

日
に
行
わ
れ
た
健
康
づ
く
り
大
会

で
の
金
沢
先
生
の
講
演
「
障
害
が

あ
っ
て
も
寝
か
せ
き
り
に
し
な
い

た
め
の
住
宅
改
造
」
を
思
い
出
し

て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
年
を
と
っ
て
も
や
は
り
あ

づ
ま
し
い
わ
が
家
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
皆
さ
ん
の
願
い
も
か
な
え

ら
れ
ま
す
よ
～
に
。

県
南
の
あ
る
町
の
保
健
婦
さ
ん

か
ら
の
電
話
で
、
こ
の
お
話
は
始

ま
り
ま
し
た
。
電
話
の
内
容
と
い

う
の
は
、
そ
の
町
に
二
人
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る
夫
婦
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
夫
婦
、
旦
那
さ
ん
は
七

十
六
歳
で
十
五
年
前
に
脳
卒
中
でベッドから車イスヘ移つてみましょう！

倒
れ
、
右
半
身

が
ま
っ

た
く
動
き

ま

せ
ん
。
家

の
中

で
は
車
イ

ス
を

半

分
、
杖
を
使

っ
た
り
壁

な
ど
に

つ
か
ま
っ
て

の
歩
行

が
半
分

の
生

活

で
し

た
。
奥

さ
ん
は
七
十
二

歳

で

彼
女

自
身
も
十

年
ほ

ど
前
よ

り

パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病

と
い
う

、
手

足

が
固
ま

っ
て
歩
く

ど
こ
ろ

か
動

く

の
も
ま

ま
な
ら
な
く

な
る
難

病
に

な
っ
て
し

ま

い
ま
し

た
。

も
ち

ろ

ん
旦
那

さ
ん
の
看
病

は
し

た
く
て

も
で
き
ず

、
自
分
の
こ

と
さ
え
も

日
に
日

に
で
き
な
く
な

っ
て

い
き

ま
し

た
。
五
年
ぐ

ら

い
前

か
ら
は

、

奥

さ

ん

の
体

の

動

き

が
特

に

悪

く
な
っ
て
し

ま
い
、
普
通

な
ら
、

こ
の
時
点

で
「
特
別
養
護
老

人

ホ

ー

ム
」
へ

の
入
居

、
と

い
う

こ
と

に
な
っ
た
で
し

ょ
う

。

こ
の
夫
婦

に
は
「

ど
う
し

て
も

こ
の
家
で
夫
婦
了
暑
ら
し
た
い
」

と
い
う
、
そ
れ
は
そ
れ
は
強
い
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。
町
側
も
保
健

婦
さ
ん
を
中
心
に
、
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
何
と
か
そ
の
願
い
を
か
な
え
て

あ
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
週
四

回
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
と

週
一
回
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
そ
れ
か

ら
二
年
ぐ
ら
い
は
二
人
で
生
活
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
度
は
旦
那
さ
ん
の

方
が
体
力
的
に
衰
え
が
目
立
ち
始

め
、
調
子
の
悪
い
と
き
は
車
イ
ス

を
使
わ
な
け
れ
ば
ト
イ
レ
に
も
行

け
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
辺
が
限
界
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
町
側
も
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」
へ
の
入
居
を
勧
め

ま
し

た

が
、
「
あ
と
一
年

で

い
い

か
ら
、
二
人

で
暮
ら
し

た
い
。
」

と
保
健
婦

さ
ん
に
手
を
合

わ
せ

る

二

人
で
し

た
。

き
っ

と
、
盆

と
正

月

に
嫁

ぎ
先

か
ら
帰
省
す

る
娘
さ

ん
と
お
孫

さ
ん
の
た

め
に

、
二

人

は
何
度
廊
下

で
転
ん
で
も

、
ど
ん

な

に
日
常

の
生
活
が
不
自
由
で
も
、

歯

を
食

い
し

ば
っ
て
暮
ら
し
て

い

た

の
で
し

ょ
う
。

あ
と
一
年

と
い

う
願

い
を

ど
う

に
か
し
て
か

な
え

て
あ

げ
た

い
、
そ
う

い
う
思

い
で

の
保
健

婦
さ
ん

か
ら

私
へ
の
電
話

で
し

た
。

そ

れ
な
ら

ば
、
「
家
を
使

い
や

す

い
よ
う

に
改
造
し
よ
う

」
と

い

う
こ

と
に
な
り
、
私

か
直
接
家

に

行
き
、
大
工

さ
ん
に

も
来

て
も
ら

い
、
二
人

の
状
態
を
見

な
が
ら

ど

こ
を

ど
れ
だ
け

改
造
す

る
の
か
を

決
め
ま
し

た
。
改
造
の
内
容

は
、
居

間

と
寝
室

か
ら
ト

イ

レ
や

台
所

・

玄
関

に
車
イ

ス
で
行

け
る
よ
う

に

段
差
を
な
く
し

た
こ
と

と
・
ト

イ

レ
や
廊
下

へ
の
手
す

り

の
取
り

付

け

で
し

た
。
し

か
し

、
こ

の
夫
婦

特別寄稿“蓬田村の皆さんべ●12

第
５
回も

う

一

年

だ

け

で

い

い

か

ら

自

分

の

家

で

暮

ら

し

た

い

夫

婦

の

話

“
特
別
奇
稿
（
蓬
田
村
の
皆
さ
ん
へ
）
”

皆
さ
ん
は
今
住
ん
で
い
る
自
分
の
家
に
一
生
住
め
る
と
思
い
ま
す
か
？

弘
前
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

金
沢

善
智
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が
出

せ
る

お
金

は
、
わ
ず

か
の
年

金

か
ら
の
六
万
円

か
限
界
で
し
た
。

六
万
円

は
材
料

費
で
消
え
て
し

ま

い
、
結
局
半
日
以

上
の
大
工

さ
ん

の
手
間

賃
は

、
事
情
を
知
っ

た
大

工

さ
ん
側

か
請
求
し

ま
せ
ん

で
し

た
。

実
は
材
料

費
も
、
大
工

さ
ん

が
製

材
所
な

ど
に
掛
け
合
っ

て
、

普
通

な
ら

倍
近

い
も
の
を
手
す

り

代
も

含
め
て

六
万
円

に
お

さ
め
て

く

れ
た
の
で
す
。

町
側
も

ホ
ー

ム

ヘ
ル

パ
ー

の
派

遣
日
を
一
日

増
や

し

、
保
健
婦

の
巡

回
回
数
も
三

倍

に
し

ま
し

た
。

そ
の
結
果

、
そ
れ

か
ら

約
一
年
四

ヶ
月
の
間

、
二

人

は
自
分
の
家

で
暮

ら
す
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。

そ
し

て
、
町

の
方

々

や
大
工

さ
ん

に
感
謝
し
な

が
ら
、

特
別

養
護
老
人

ホ
ー

ム
に
入
居
し

ま
し

た
。

こ

こ
で
大
切
な

の
は
、
「

自
宅

了

暑
ら
し

た

い
」

と

い
う

さ
さ
や

か
な
、
し

か
し
人
間

と
し
て
当

然

な
願

い
に
対
し
て

、
町
側

か
正
面

か
ら
で
き
る
限
り

の
努
力
を
し

て

い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
大

勢
の

中

の
一
つ
の
点
に

な
っ
て
し

ま
い

が
ち

な
住
民

一
人
一
人

に
目

を
向

け

、
行

政
を
行
っ

て

い
く
こ

と
は

並
大

抵
の
こ

と
で

は
な

い
と
は
思

い
ま
す

が
、
そ
う
し

な
け

れ
ば
高

齢
化

社
会
は
乗
り

切
れ
ま
せ

ん
。

ま

た
、
経
済
的

に
も
こ

の
夫
婦

は
町

に
ず

い
ぶ
ん

貢
献
し

た
こ
と

に
な
り

ま
す
。
一

人
の
人

が
特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に
入
居
す
る
と
、

町

か
ら
一
年
間

に
約
三

百
万
円

を

払
う

こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ

の
夫

婦

は
一
年
四

ヶ
月

の
間

が
ん

ば
っ

た
の
で
す
か
ら

、
町

の

お
金

を
約

八
百
万
円

節
約
し

た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
れ
に
比

べ
、
住
宅

改
造

に

か
か
る
お
金
は

、
よ
ほ

ど
大

き

な
機
器

類
を
入

れ
な
け

れ

ば
、
せ

い

ぜ
い
二

十
万
円

で
す
。

こ
の
住
宅
改
造

費
用
の
十
万
円

か
ら
二

十
万
円
ぐ

ら
い
を
、
貸
す

の
で
は
な
く
て
村

で
助
成
し

、
住

宅
改
造
を

ど
ん
ど
ん
行

い
、
村
の

お
金

を
ど
ん

ど
ん

節
約
し

ま
せ

ん

か
。

そ
し

て
村

の
財

政
節
約

に
貢

献
し

ま
し

ょ
う
。
最

終
的
に

、
特

別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に
入
居
す

る

に
し

て
も
、
み
ん

な
に
感
謝
し

て

笑
顔

で
入
居
で

き
る
よ
う
に
し

て

い
こ
う

で
は
あ
り

ま
せ
ん

か
。

も

ち

ろ
ん
特
別
養
護

老
人

ホ
ー

ム
で

も
楽
し

い
生
活

が
待
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
夫
婦
も
現
在

、
達
者
で

ホ
ー

ム
の
生
活
を
楽
し

ん
で

い
ま
す

。

こ
の
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
「
住
宅
改
造
の
助
成
制
度
」
を

こ
の
蓬
田
村
で
始
め
ま
し
ょ
う
。

全
国
的
に
は
、
決
し
て
珍
し
い
制

度
で
は
な
い
の
で
す
。

出
入

り
し

や
す
く
す

る
為

に
、

手
す
り
を
取
り

つ
け
ま
す
。

村では働きざかりの40才・50

才の皆さんを対象に、ｎ 月～

L2月にかけて蟹田町立病院に

おいて短期（日がえり）人間

ドックを行います。各地区を

巡徊しての総合健診を都合が

悪く受けられない人は、この

夜会を利用し、健康チェック

を行いましょう。

今年度は、蟹田町立病院にｃ

丁写真（超音波断層撮影）力ゞ

とれる機械が設置されたこと

もあり、従来の健診内容に脳

のｃＴ写真を新しく加えるこ

とになりました。脳卒中の引

き金となる動脈瘤・脳梗塞、

又、脳腫瘍等の早期発見につ

ながりますので、ぜひこの機

会をのがさず受診しましょう。

日程は、直接病院と申し込ん

だ本人とで話しあって決めま

すので、都合のよい日を選ん

で下さい。

詳しくは、役場民生課保健係

までお問い合わせ下さい。

※今年度の対象者

●昭和20年1 月１日～

昭和21年4 月１日生れの男女

●昭和30年1 月１日～

昭和31年4 月１日生れの男女

※今年度の実施日

●平成7年11 月27日～12月15日

奈費用

●個人負担金5,000 円

（村負担　約43,000 円）

※募集人員　50 人（先着順）

※内容：身体計測・胸部Ｘ線検

査・胃十二指腸検査・

大腸癌検査・腹部超音

波検査･ 内科外科診察･

血液検査・歯科健診・

脳のＣＴ写真　 その他

13●保健コーナー

人間ドックに

脳のCT 写真が
新しく入りました

Ｏ
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お
知
ら
せ

味
自
慢
う
で
自
慢
募
集

青
森
地
域

農
業
改
良
普

及
セ

ン

タ
ー
で
は

、
地
域
の
農

水
産
物
を

活

用
し

た
「
加
工
品

コ

ン
ク

ー
ル
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
的
な
も

の
、
独
自

に
開
発
し
た

も
の
、
販

売
し

た

い
と
考
え
て

い
る
も
の
な

ど
の
加
工
品

（
漬
物
、

ジ
ャ

ム
、

味
付

け
煮

、
お
菓
子
類
な

ど
）
を

募

集
し

て

お
り

ま
す
の
で

、
奮
っ

て

ご
応
募
く

だ
さ
・
い
。

な
お
、
優

秀
作
品
は

、
地
域

特

産
品

と
し

て
商

品
化
を
目
指
し

ま

す
。
開

催
日
・
：
平
成
八

年
一
月
二

十
一

日
（
日

）
午
前
九
時

場
所
・：
ア

ス
パ
ム

対
象

…
青
森
市
及

び
東
郡
六
町
村

に
住

む
農
家

、
漁
家
、
消
費
者
（

グ

ル
ー

プ
ま
た

は
個
人
）

募
集

内
容
…

①
「
地
域

の
味

・
技

を
掘
り

起
こ
す
部

門
」
、
②
「
商
品

化

の
た
め
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
部
門
」

出
品
方
法
・
：
原
則

と
し

て
、
展
示

及

び
試

食

用

を

当

日

会

場

へ

持

参

す

る

。

応

募

方

法

…

一

品

目

ご

と

に

所

定

の

出

品

票

へ
記

入

し

、
左

記

へ

郵

送

ま

た

は
持

参

す

る

。

応

募

締

切
・：
平

成

七

年

十
二

月

十

五

日
（
金

）

応

募

・

問

合

せ
先

…

青

森

地

域

農

業

改

良

普

及

セ

ン

タ

ー

（
中

央

三

丁

目

二

十

の
十

二
　

昔

○

一

七

七

－

七
三
－

コ

ニ
六

コ

蓬

田

村

農

林

水

産

課

つ
一
七
－

二

一

一

一

内

線
二

五
四

）

※

出

品

票

に

つ

い
て

は

、

農

林

水

産

課

で

保

管
し

て

い
ま

す

。

を
納
め
ま
し
ょ
う

基
礎
年
金

が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ

た
り

、
未

納
の
期
間

が
長

く
な
る

と
将
来

、
老
齢
基
礎
年
金

さ
え
も

受
け
ら

れ
な
く
な

る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、

も
う

一
度

お
確
か

め
く
だ
さ

い
。

保
険

料
の
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
に

は
、
地
区

の
納
付
組

識
に
加
入
し

た
り

、
口
座
振
替
を
利
用

す
れ

ば

安
心
で
す
。

県
で

は
、
納
付
組
織

へ
の
加
入

や
、
口
座

振
替
の
利
用

を
促
進
す

る
た
め

の
プ
レ

ゼ
ン
ト
付

き
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
を
実
施
中
で
す
。

今
年

の
十
月

十
六
日

か
ら
十
二

月
三

十
一
日

ま
で
に
口
座

振
替
を

申
し

込

む
か
、
納
付
組
織

に
加
入

し

た
方

か
ら

応
募
を
受
け

、
抽
選

で
五

組
十
名
様

に
国
民
年
金

保
養

セ
ン
タ
ー

「
つ
が
る
富
士
見

荘
」

（
鶴
田
町
）
の
無
料
宿
泊
券
を
、

五
十

名
様
に
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を

進
呈
し

ま
す
。

将
来

の
自
分

の
年
金
を
守

る
た

め
に
、
く

れ
ぐ

れ
も
納
め
忘

れ
の

な

い
よ
う

に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま

し
た
か
。

国
民
年
金
は
、
老
後
や
万
一
の

と
き
の
生
活
保
障
と
し
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
事
故
な
ど
万
一

の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

が
手
術
や

お
産
な

ど
で
輸
血
用

の

血
液
を
必
要

と
し
て

い
る
場
合

、

県
内
の
Ｒ
ｈ

⊃

）
献

血
登
録
者

に
電
話
で
献

血
日
時
等

を
お
話
し

お
願

い
に
応

じ
て

い
た
だ
け
る
方

の

ご
協
力

を
得
て
、
血

液
を
病
院

に
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
。

Ｒ

ｈ
⊃

）
の
血
液
型

は
Ａ
Ｂ
Ｏ

式
血
液
型

と
同
様
、
輸

血
を
す
る

際
に
は
必

ず
一
致
し
て

い
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
本
人

の
Ｒ

ｈ

⊃

）
の
割
合

は
二

〇
〇
人

に
一
人

（
〇

・
五
％

）ぐ

ら
い
で
す

か
ら
、

Ａ
Ｔ

）
の
人

は
五

〇
〇
人

に
一
人

Ｏ
⊃

）
の
人

は
七
〇
〇
人

に
一
人

Ｂ
Ｔ

）
の
人

は

１
０

０
０
人

に
一

人

、
Ａ
Ｂ
⊃

）
の
人
は
二
〇

〇
〇

人

に
一
人

の
割
合
に
な
り
ま
す

。

突
発
的
な

事
故

や
大
き
な
手

術

ま

た
急
な

お
産

等
の
際
は

、
一
般

の
献

血
者
で

は
充

分
対
応
で

き
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

あ
ら

か
じ

め
当

セ
ン
タ
ー
に
名

前

や
連

絡
先

な

ど
を
登
録
し
て

い
た

だ
い
て

い
る
「
献

血
登
録
者
」

の

ご
協
力

が
必
要
不
可

欠
で
す
。

し

か
し

、
現
在

の
登
録
者
数

は

各
市
町

村
を
平

均
す

る
と

Ｉ
〇

人

程
度

と
少
な
く

、
円

滑
な
血
液

供

給
を
す

る
た
め
に

は
、
未
登
録

の

方
の

ご
参

加
を
賜

る
こ
と

が
必
要

と
な
っ
て

お
り
ま
す

の
で
、
皆
様

の
温

か
い

ご
協
力
を

お
願

い
致
し

ま
す
。

◆

登
録

で
き
る
方

・
年
齢
1
6才
～
6
4才

の
方

健
康

な
方
（

輸
血
歴

・
肝
炎

歴

の
な

い
方

、
常
服
し
て

い
る
薬

が
な

い
方

）

◆

お
申

込
み
先

・
青
森
県

赤
十
字

血
液
セ

ン
タ

ー
　

業
務
課
登

録
係

電
話
　

○
一
七

七
－

四

一
－

一
五

一
一

免
許
事
務
に
つ
い
て

年
末
・
年
始

に
お
け

る
運

転
免

許

窓
口
事
務

は
、
蟹
田
警
察

署
お

よ

び
青
森
免
許

セ

ン
タ

ー
と
も
、

平

成
七
年
十
二
月
二

十
八
日
（
木

）

で
終
了
し

、
開
始

日
は
平
成
八

年

一
月
四

日
（
木

）
と
な
り
ま
す

の
で

お
ま
ち

が
い
の
な

い
よ
う

お
知
ら

せ
し

ま
す
。

脱スパイクタイヤ運動

推進月間

各課お知らせ●14

元
気
な
か
っ
ち
や
の

国
民
年
金
保
険
料

青
森
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

で
は
、
Ｒ
ｈ
⊃

）
の
血
液
型
の
方

登
録
者
募
集

Ｒ
Ｈ
マ
イ
ナ
ス
献
血

年
末
・
年
始
の
運
転
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農
産
物
検
査
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！

▼
食
糧
管
理
法
か
ら

新
食
糧
法
へ

し

・
生

産
調
整
・
備
蓄

の
運
営

等

）
を
作

成
し
、

全
体
需

給

の

調

整
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

２

、
民
間
流
通

に
よ

る
自
主
流
通

米
を
主
体

と
す

る
制
度

と
し

、

政
府
は
備
蓄

の
運
営
や
ミ

ニ
マ

ム

ー
ア

ク
セ
ス
（
最

低
輸
入
量

）

の
運
用
を
行

い
ま
す
。

３
、
自
主
流
通

米
の
価
格
形

成

が

需
給
実
勢

を
的
確
に
反

映
し

た

も

の
と
な
る
よ
う
価
格
形

成
の

場
を
制
度

化
す
る

と
と
も
に
、

政
府
米

の
価
格
に
も

自
主
流
通

米

の
価

格
動
向
を
反

映
さ
せ
る

こ

と
し
こ
し

ふょ
す
。

４
、
自
主

流
通
米

と
政
府
米
の
燮

定
的

な
流
通
を

確
保
す
る
こ

と

を
基
本

と
し

つ
つ
、
流
通
規
制

を
必
要

最
小
限

の
も
の
に
緩
和

し

ま
す

。

▼
農
産
物
検
査
法
の

主
な
改
正
内
容

１
、
計
画
流
通
米
は
義
務
検
査
、

計
画
外
流
通
米
は
任
意
検
査

計
画
流
通
米
（
自
主
流
通
米

及
び
政
府
米
）
は
、
引
き
続
き

義
務
検
査
の
対
象
と
し
、
そ
れ

以
外
の
米
（
計
画
外
流
通
米
）

は
、
当
事
者
の
希
望
に
よ
り
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
任

意
検
査
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

麦
に
つ
い
て
も
、
政
府
が
買
い

入
れ
・
売
渡
し
を
行
な
う
麦
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
義
務
検

査
の
対
象
と
し
、
そ
れ
以
外
の

麦
は
圧
意
検
査
と
な
り
ま
す
。

２
、
流
通
段
階
の
検
査
の
導
入

農
産
物
検
査
は
、
産
地
段
階

の
検
査
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
流
通
段
階
で
の
品
質
の
変

化
に
伴
う
品
位
の
評
価
等
の
二

Ｉ
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、
米
麦

の
売
買
取
引
業
者
等
の
希
望
に

応
じ
て
、
量
目
や
品
位
の
検
査

を
行
な
う
等
の
流
通
段
階
の
検

査
を
導
入
し
ま
す
。

３
、
成
分
検
査
の
導
入

米
の
食
味
を
構
成
し
て
い
る

成
分
や
小
麦
の
加
工
適
正
と
関

連
す
る
成
分
に
つ
い
て
、
取
引

関
係
者
の
希
望
に
応
じ
、
理
化

学
分
析
に
よ
る
検
査
を
新
た
に

実
施
し
ま
す
。

新食糧法による米の流通ルート

(主食用)

※
青
森

食
糧
事
務
所

青
森

市
本
町
二
丁

目
十

―
四
（

七
五

―
ニ

ー
五
一
）

新

青

森

県

最

低

賃

金

は

、

十

月

五

日

か

ら

効

力

が

発

生

し

適
用

さ

れ

ま

す

。

新

最

低

賃

金

は

、

日

額

で

四

千

四

百

三

十

一
円

に

、

時

間

額

は

五

百

五

十

四

円

と

な

り

ま

す

。

最

低

賃

金

制

と

は

、

最

低

賃

金

法

に

基

づ

き
国

が
賃

金

の
最

低

限

度

を

定

め

、

使

用

者

は

、
最

低

賃

金

よ

り

低

い

賃

金

で

労

働

者

を

働

か

せ

て

は

な

ら

な

い

と

定

め

た
も

の

で

す

。

こ

の

た

め

最

低

賃

金

は

、

産

業

別

最

低

賃

金

（

４

業

種

）

が

適

用

さ

れ

る

労

働

者

を

除

き

、

県

内

で

働

く

す

べ
て

の

労

働

者
（

正

職

員

、

パ

ー
ト

タ

イ

ム

労

働

者

、

ア

ル

バ

イ

ト

）

と

そ

の

使

用

者

に

適

用

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

な

お

、

十

一

月
二

十

一

日

か

ら

「
最

低

賃

金

周

知

旬

間

」

で

す

。

使

用

者

は

、
最

低

賃

金

に

つ

い
て

常

時

見

易

い
場

所

に

掲

示

を

す

る

か

、

そ

の
他

の

方

法

で

周

知

し

て

く

だ

さ

い
。

最

低

賃

金

に

関

す

る

問

い
合

わ

せ

は

、

青

森

労

働

基

準

局

賃

金

課

（

○

一

七

七

上

二
四
－

四

一
　一
　
コ

又

は

各

労

働

基

準

監

督

署

ま

で

照

会

し

て

く

だ

さ

い
。
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昭
和
十
七

年
に
制
定

さ
れ
た
食

糧
管
理
法

は
、
こ
れ
ま
で

時
代
の

変
化
に
対

応
し

て
改
正

が
行

わ

れ

て
き
ま
し

た

が
、
近
年

、
米
の
生

産
・
流
通

・
消
費
を

め
ぐ

る
情
勢

が
大

き
く
変
化
し
て

き
た
こ

と
等

を
踏
ま
え
平

成
六
年

十
二

月
に

、

現
行
制
度

を
廃
止
し

、
「
主
要
食

糧

の
需

給
及

び
価
格

の
安
定
に
関

す

る
法

律
（
新
食
糧
法

）
」

が
成

立
し
ま
し

た
。

こ

の
新
食
糧
法

は
平

成
七

年
十

一
月

一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
食
糧
法
の

基
本
的
考
え
方

新
食
糧
法
は
、
今
後
と
も
お
米

の
需
給
の
価
格
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
生
産
者
の
自

主
性
を
生
か
し
た
稲
作
生
産
の
体

質
強
化
や
、
市
場
原
理
の
導
入
・

規
制
緩
和
を
通
じ
た
流
通
の
合
理

化
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
四

つ
の
点
を
骨
格
と
し
て
い
ま
す
。

１
、
基
本
計
画
（
米
の
需
給
見
通

新
食
糧
法
の
下
で
、
新
た
な
米

流
通
シ
ス
テ
ム
が
発
足
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
国
民
の
信
頼
に
こ
た

え
る
適
切
な
検
査
を
通
じ
、
米
麦

の
安
定
流
通
の
確
保
を
図
っ
て
い

く
た
め
「
農
産
物
検
査
法
」
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
改
正
農
産
物
検
査
法

最
低
賃
金
が
改
正
さ
九

ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
守
っ
て

ネ
、
時
間
・

約
束
・
最
低
賃
金
」

お
米
の
流
通
制
度
と
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保
証
取
扱
の
改
正
に

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

経
済
環
境
か
ら
、
資
金
繰
り
が
悪

化
し
て
い
る
中
小
企
業
の
資
金
調

達
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
政
府

は
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部

を
改
正
し
、
保
証
人
を
必
要
と
す

る
無
担
保
保
険
と
無
担
保
・
無
保

証
人
の
特
別
小
口
保
険
の
保
険
限

度
額
を
引
き
上
げ
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
の
経
済
対
策
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
国

の
施
策
に
呼
応
し
て
青
森
県
信
用

保
証
協
会
で
も
無
担
保
保
証
（
保

区　　　　分 改 正 後 現　　行

無　担　保　保　証 3,500万円 2,000万円

無担保・無保証人保証 750万円 500万円

証

人
必
要

）
及

び
無
担
保

・
無

保

証

人
保
証
の

保
証

限
度
額
を

、
無

担

保
保
証
は
二

、
〇
〇
〇
万
円

か

ら
三

、
五

〇
〇
万
円

に
、
無
担
保
・

無
保
証

人
保
証
を
五
〇

〇
万
円

か

ら
七
五
〇
万

円
に
そ

れ
ぞ
れ
引

き

上
げ
し
、
担
保
力
不
足
等
に
悩
む

中
小

企
業
の
円

滑
な
資
金
調
達

を

促
進
し

て
、

経
営
基
盤
の

安
定

強

化

に
資
す

る
も
の
で
す
。

Ⅱ
　

無
担

保
・

無
保
証
人

保
証
の

対
象
者
の

拡
大

さ
ら
に
、
無

担
保
・
無

保
証

人

保
証

に
つ

い
て

、
製

造
業
、
建
設

業

で
は
五
人
以
下

が
二
十
人
以
下

に
、
商
業

、
サ

ー

ビ
ス
業

で
は
二

人
以
下

が
五

人
以
下

と
な
り

対
象

者

の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

Ⅲ
　

信
用

保
証
料
の
引
き
下

げ

無

担
保

保
証

及

び
無
担

保
・
無

保
証

人
保
証

の
保
証
限
度

の
引
き

区分

種類

所 定 の

保 証 金

引　き　下　げ　後

無担保保証
無 担 保・
無保証人保証

普通保証 1.00％ 0.95% 0.70％

各　 種

特別保証

0,98%～

0.80％

0.93%～

0.76 %
0.68%

※今回の引き下げ措置は、平

成７年11月１日から平成10

年３月31日までとなってお

ります。

上
け
に
加
え
。
中
小
企
業
信
用
保

険
公
庫
の
信
用
保
険
料
率
の
引
き

下
げ
に
連
動
し
て
、
普
通
保
証
及

び
各
種
特
別
保
証
の
信
用
保
証
料

も
次
の
と
お
り
引
き
下
げ
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

実
施
時
間
は
、
何
れ
も
平
成
七

年
十
一
月
一
日
か
ら
で
、
青
森
県

信
用
保
証
協
会
と
し
て
は
金
融
機

関
、
商
工
団
体
及
び
県
市
町
村
の

ご
協
力
を
得
て
積
極
的
な
利
用
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
衛
官
募
集
案
内

●

自

衛

隊

生

徒

○

対
　

象

中

卒
（
見

込

）
十
七

歳
未
満

の
男
子

○

受
　

付

十

一

月

一
日
（

水

）
’～

八

年

一

月

四

日
（
木

）
ま

で

○

※

た

だ
し

中

学

卒

業

予

定

者

受

付

は

十

二

月

一

日
（

金

）
か

ら

○

試

験

日

二

次

）

八

年

一
月

六

日
（

土

）

○

募

集

人

員

陸

上
　

約

二

百

五

十

名

海

上
　

約
　
　

六

十

名

航

空
　

約
　
　

五

十

名

○

問

い
合

わ

せ
先

○

自

衛

隊
青

森

地

方

連

絡

部

青

森

募

集

案

内

所

登
○

一

七

七

言
一
五

二

七
五

一

〇

蓬

田

村

役
場

総

務

課

登
（
二

七

）ニ

ー
　一
　一

フ
グ
の
お
い
し

い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
フ
グ
ち
り
、
フ
グ
雑
炊
、

フ
グ
の
ひ
れ
酒
な
ど
を
思
い
浮
か

べ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
フ
グ
料
理
の
な
か
で
も
、

特
に
フ
グ
の
刺
し
身
は
有
名
で
す
。

菊
の
花

や
ク
ジ
ャ
ク
の
形
に
盛
り

つ

け

た

も

の
は

、

ま

さ
に

食

の

芸

術

品
、

美

食

家

の
あ

こ

が

れ

の

的
で

す

。

昔

は

。フ

グ

は
食
い

た
し
、

命

は

惜

し
し

”

な

ど

と
言

い

ま

し

た

。
中

国

の
詩

人
・

蘇

東

坡

が

フ

グ

を
好

み

、

二

死

に

価

す

”

と
言

っ

た

こ

と

も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
で

も
最
近

は
、
フ
グ
中
毒

の
話
は
あ
ま
り
聞

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
フ
グ
調
理

師
の
制
度
が
行
き
渡
っ
た
こ

と
が

一
つ
、
そ
れ
と
フ

グ
料
理
の
主
役

で

あ
る
ト
ラ
フ
グ
の
七
割
が
養
殖

物
だ
か
ら
で
す
。
養
殖
物
は
配
合

飼
料

の
関
係
で
、
毒
が
な
い
か
ら

フ
グ
が
高
級
魚
で
あ
る
こ
と
は
、

い
ま
で

も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
パ

ツ
ク
し
た
も
の
を
買
っ
て
、
家
庭

で
フ
グ
ち
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
ど
出
回

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
フ

グ
剌
し
に
た
れ

や
薬
味
を
添
え
た
セ
ッ
ト
や
、
フ

グ
ち
り
セ
ッ
ト
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。

フ
グ
の
こ
と
を
、
「
ふ
く
」
と
呼

ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
。
日
本
一
の

フ

グ
市
場
で
あ
る
山

口
県
下
関
市

で

も
「
ふ
く
」
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
は

。
福
″
に
通
じ

る
か
ら

と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
し
、

フ
グ
は
海
底
で
腹
に
水
を
吸

い
込
ん
で
吹
き
、
砂
を
飛

ば

し
て
え

さ
を
取
る
か
ら
だ
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
十
二
月
一
日

は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検

の
日
」
で
す
。
家
族
で

話
し
合
い
、

一
人
一
人
が
省
エ
ネ
に
気
を
配

る

よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

各課お知らせ●16

つ
い
て
青
森
県
信
用
保
証
協
会

無
担
保
保
証
、
無
担
保
、
無

保
証
人
保
証
の
保
証
限
度
額

引
き
上
げ

歳
時
記

フ　グ
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国民年金習字
作品展で入賞

第
三
十
一
回
国
民
年
金
習
字
作
品
展

に
蓬
田
小
学
校
の
児
童
が
作
品
を
出
品

し
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
の
入
賞
者
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

金
賞

大

宮
　

唯
（
小
二
年

）
さ
ん

み
～
つ
け
た
　
9
5
・
9
6

入
賞
し

た
み
な
さ
ん

半
紙

の
部

金
　

賞
　

大
宮
　
　

唯

（
小
二

）

銀
　

賞
　

八

戸
　

智
子

（
小
六

）

″
　
　

山
舘
　

理

世
（
小
五

）

銅
　

賞

や
ま

だ
て

さ
お
り
（
小

コ

″
　

柿
崎
　

有

香
（
小
三

）

佳
　
作
さ
か
も
と
ひ
で
た
か
（
小
二

″
　

八
幡
　
　

徹
（
小
三

）

″
　

八
戸
　

祐
人
（
小
四

）

″
　
　

山
館
　

由
佳
（
小
五

）

″
　

久
慈
　

育
代
（
小

六
）

条
服

の
部

佳
　
作
　
田
中
　
馨
子
（
小
三
）

除雪に協力を
建設課

除
雪
期
間
中

は
、
道

路
上

に
は

障
害
（
特

に
自
動
車

の
駐
車
）
と

な
る
も

の
は
置
か
な

い
よ
う

に
。

道
路
外

で
あ
っ
て

も
、
破
損
の

お
そ

れ
の
あ
る
も
の
は

標
識
等
に

よ
り
危

険
表
示

し
て

く
だ
さ

い
。

ま
た
、

除
雪
後

の
道
路
に
雪
を
投

げ
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

表定予事行月１ ２

３４ｒ
Ｄ

１１り
乙
１８１９１

ｎ
乙
ｎ
乙

３り
乙

［

Ｄ
ｎ
乙

６ら
乙 日

日月火月火月火金土月火 曜

日
曜
開
館

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

高
齢
者
教
室
し
め
縄
づ
く
り

乳
児
健
診
　
1
3時

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

小
・
中
学
校
終
業
式

ス
キ
ー
場
開
き

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

行
　
　
　
　
　

事

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

小
・
中
学
校

社
会
教
育
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

担
　
　
当

18　●行事予定／み～つけた
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

人口と総世帯

(10月31日現在)

3
7年
目
の
小
さ
な
同
窓
会

総人口3,834人
男　1,832人
女　2,002人
世帯数1,042世帯

9 ・ 10月受付分

お誕生おめでとうございます

柿

崎
　

昇
（
東
京
都
在
住
）
さ
ん

き

っ

か
け

は

、

広

瀬

在

住

の

田

中

誠

一

君

か

ら

の

電

話

「

今

、

仕

事

で

東

京

に
来

て

い

る
…

」

で

あ

っ

た

。

せ

っ

か

く

の

機

会

だ

か

ら

と
思

い
立

ち

、

帰

郷

の
際

入

手

し

た

九

年

前

の
同

窓

会

名

簿

を
手

掛

り

に

、

心

当

た

り

に

電

話

連

絡
・
：

十

日

後

の

八

月

二

十

七

日

（
日

）

Ｊ

Ｒ

川

崎

駅

改

札

口

前

昼

十

二

時

集

合

と

決

っ

た
。

当

日

も

相

変

わ

ら

す

の

猛

暑

で

あ

る

。

三

十

数

年

振

り

に

会

う

人

も

い

る

。

は

た
し

て

顔

が

判

る

か
ナ
・：

等

々

の
心

配

は

杞

憂

に

終

わ

っ

た
。

居

た

／
・
○

○

君

だ
／
・
来

た

／
・
○

○

さ

ん

だ
。ご結婚おめでとうございます

な

つ

か

し

い

相
手

を

互

い

に

確

か

め

合
う

の
も

束

の

間

、
忽

ち

津

軽

弁
。

約

束

の

六

名

全

員

集

合

時

間

に
余

裕

を

も

っ

て

の

再

会

。
早

急

、

越
田

勇

君

の
手

配

し

た

駅

ビ
ル

内

に

あ

る

中

華

料

理
店

へ
・
…

持

参

し

た
小

学

校

（
昭

和

三

十

年

三

月

卒

業

）

中

学

校

（

昭

和

三

十

三

年

三
月
卒
業
）
の
卒
業
記
念
写
真
の

懐

か
し

い

顔

／
・
顔

／
・
を

虫

眼

鏡

で

探

し

な

が

ら

、
故

郷

ご
逢
田

”
の

事

。

同

級

生

の

事

。

先

生

の

事

。

お
互

い

の
近

況

等

々
、

頭

に

白

い
も

の

が
目

立

つ
三

十

有

余

年

の

歳

月

の

隔

た

り

を

一

気

に

縮

め

る

為

な

の

か

、

語

っ

て

も

語

っ

て

も

話

が

尽

き

な

い

。

再

会

を

約

束

し

て

解

散

し

た

の

が
夜

八

時

近

く

…

。

生

涯

の
思

い

出

と

な

る

、

ま

さ

に

。
真

夏

の
昼

さ

が
り
・：
否

、

夜

”

で

あ

っ

た
。

【

お

願

い

】

昭

和

三

十
二

年

度

蓬

田

中

学

校

卒

業

の

首

都

圏

在

住

の

方

の

情

報

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

〒

一
九

一

東

京

都

日

野

市

落

川

一
四

〇

の

七

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四

二
五
（

九
三

）
七
七
四

九

拙

宅

迄

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●18

戸籍の

窓　口

浅 利　 詩 穂

ま　
り　か

木 浪 麻 里 香

福 井　 美 優

雅　信

かおり

弘　記

尚　子

幸　正

恵美子

２女

２女

長女

田　中　延　 人（今別町）

若　山　 登和子（蓬　田）

福　井　明　 彦（郷　沢）

小　 鹿　智　 美（長　 科）

おくやみ申し上げます

山舘　 耕（瀬 辺 地20 歳）

田中　 とし（瀬 辺 地79 歳）

杉田　 忠（瀬 辺 地65 歳）

名古屋きね（中　　 沢63 歳）

越田慶次郎（瀬 辺 地81 歳）

川内　銀側（阿弥陀川　62歳）

坂本　 とし（中　　 沢85 歳）

稲葉　常藏（高　　 根85 歳）
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